電線ファイト！東京×USA×浪速魂！（再修正）
登場人物
· 関東の電工（親方）源さん（げんさん）: 短気で江戸っ子気質だが、根は優しいベテラン電工。昔ながらのやり方に絶対の自信を持つ。
· アメリカ人電工（見習い）ジョン: 陽気で素直だが、日本の現場の「阿吽の呼吸」に戸惑う見習い電工。リアクションが大きい。
· 関西の電工 浪速の銀太（なにわの銀太）: コテコテの関西弁でノリが良く、ツッコミはキレッキレ。仕事の腕も確か。

【工事現場。源さんとジョンが、8ｍほどの長さの電線管に太いケーブルを通そうとしている。電線管は微妙に曲がっている。少々大変そうな予感】

源さん: 「よしジョン、準備はいいか！このケーブルを、この配管に通すぞ！おめえがそっちから、送り込め！俺がこっちで、引っ張るからな！」

ジョン: 「オーケー！親方！レディデース！」（力こぶを作ってみせる）

源さん: 「いいか、俺が『せーの！』って言ったら、力一杯ケーブルを押し込むんだぞ！タイミングが命だ、タイミングが！」

ジョン: 「イエッサー！親方。タイミング、とてもインポータントね！」

【源さんが配管の反対側に移動していく。ジョンはケーブルの端を握りしめ、真剣な顔で送り出す準備をする】

源さん: （配管の口に手をかけ、ぐっと力を込める）「いくぞ！ジョン！……『せーのっ！もう一丁！せーのっ？？！』」（顔を真っ赤にして引っ張るが、ケーブルはびくともしない）

ジョン: 「……？？」（首を９０度に傾げ、不思議そうな顔）

源さん: （額に青筋を立てて）「おいジョン！ちゃんと押し込んでんのか、あぁん！？俺一人で綱引き大会やってるぞ！」
ジョン: 「プッシュ！プッシュしてますヨ！親方！」（ケーブルをくねくねさせながら） 源さん: 「おめえ、さっきから押すタイミングがちーっと早ええんだよ。『せー』の時には
もう力入ってんじゃねえか？」

ジョン: 「ノーノー！親方！ワタシ、『ノー』デ、プッシュしてます！」 源さん: 「そうかぁ？どうも呼吸が合わねえなぁ。『セーノ！』グイだぞ。」ジョン: 「『セーノ！』…グイッ？」（小首をかしげる）
源さん: 「そうだそうだよ！『せーの！』…（ためて）グイッ！だぞ！」

ジョン: 「エ？親方、『ノ』ト、プッシュ、一緒じゃないデスカ？『ノ』デ、プッシュ、ワタシ、パーフェクトタイミングと思ったけど…」

源さん: 「お？何言ってやんでえ、『の』で押し込んじゃ早えだろ！『の』の後に、こう、なんつーか、タメがあって、そっから『グイッ！』
だろが！『せーの！』…グイッ！だよ！」

ジョン: 「エ？『マ』？？シークレットタイムを入れるデスカ？ワタシ、『セーノ！』の『ノ』でプッシュがシンデレラフィットと思ってました…。」

源さん: 「いいから、四の五の言ってねえで、俺様のタイミングに合わせりゃいいんだよ！いいか？よーく見とけ！『せーの！…』（絶妙な一拍）グイッ！いいな？『せーの！』
…（匠の一拍）グイッ！分かるか、この芸術的な間が！」

ジョン: 「セーノ！…（源さんを見よう見まねで、ぎこちなく一拍）グイッ！…？」

源さん: （天を仰いで）「はぁ～！どうして分かんねえ？いいか？こうだ！『せーの！』…ポンッ！分かるか？『せーの！』…ポンッ！」（ポンッ！で力強く両手を打つ）

【その時、派手な柄シャツを着た男が、工具ベルトを揺らしながら陽気に近づいてくる】

浪速の銀太: 「おーおー、なんやなんや、二人してそんな葬式みたいな顔して、そんなヘンテコな掛け声やさかい、ケーブルの一本も通りまへんのや！ケーブル引っ張る時はなぁ、【いっせーのーで！】や！【いっせーのーで！】」

源さん: （関西弁の男を睨み）「なんだテメエは、いきなり現れやがって！どこの馬の骨だ か知らねえが、人がまじめに仕事してるとこ邪魔すんじゃねえ！あっち行ってろ、」
（手で追い払う仕草）


浪速の銀太: 「まあまあ、親方さん、そうカッカせんと。一回、この浪速の銀太に任せてや。そこの兄ちゃんも、ええタイミングで押すんやで。わてが引いたるさかい、見といてや！」（ニカッと笑う）

源さん: 「……。」（腕を組み、胡散臭そうな目で浪速の銀太をみている）
浪速の銀太: （ケーブルの一端を掴み、もう一端のジョンにウィンクする）「ええか？最後の『で！』で腹から声出して、力入れるんやで！…『で！』やで！いくでー！『いっせーのーでっ！』」

【浪速の銀太が力を込めた瞬間、ジョンもタイミングを合わせてケーブルを押す】

浪速の銀太: 「おっしゃ！もっかい！『いっせーのーでっ！』ホラみぃ！スルスル～やないかい！」

【あれほど苦労していたケーブルが、嘘のようにスムーズに電線管の中を通っていく】 ジョン: （目を丸くして）「オーマイガー！アメージング！シンクロナイズドスイミング！
親方！これから、『イッセーノーデ！』にしませんか？ベリーナイスです！」（興奮して浪速の銀太とハイタッチ）

源さん: （しばらく押し黙っていたが、やがて小さな声で）「……うるせえな、このタコ焼き野郎……まあ……今日は、助かったぜ……。」（そっぽを向きながら）

ジョン: 「イエス！『イッセーノーデ！』、グローバルスタンダードです！」

【三人それぞれの表情で、電線管を見つめる。現場には、少しだけ和やかな空気が流れるのだった】

(ナレーション) 今日も電気工事の現場では、厳しさの中に温かさがあり、ミスの中にも学びがある。そして、ちょっぴりおかしな日常とちょっと天然な仲間たち。電工の現場には、今日もたくさんの「あるある」と「まさか！」があふれています。 そんな日常を、OEN の
「いっぷく」でシェアしませんか？
